
どのくらい前だったろうか，塚

本哲三編『漢文叢書 醉古堂剣掃

全 菜根譚 全』（有朋堂，東京，昭和３年）という古書を，

柄にもなくふと手にしていた．折に触れてページを捲って

いたが，最近

文章之妙．語快令人舞．語悲令人泣．語幽令人冷．語

憐令人惜．語険令人危．語慎令人密．語怒令人按剣．語

激令人投筆．語高令人入雲．語低令人下石．

（巻五１７４‐１７５頁）

とあるのが目に留まった．会誌の編集委員をさせていただ

いているからだろうか．

蒼蝿附驥．捷則捷矣．難辞所後之羞．蘿蔦依松．高則

高矣．未免仰攀之恥．所以君子寧以風霜自挟．毋為魚

鳥親人． （巻三９９頁）

ともある．自分の研究の進展の遅さの言い訳になるとは思

いたくない．

少年休笑老年顛．及到老時顛一般．只怕不到顛時老．

老年何暇笑少年． （巻四１４４頁）

などという言葉に共感する自分に驚いたりすることもある．

ようやく半分程読み進んだところだが，この先もいろいろ

な言葉に出会うのだろう．どっぷり浸って読んでいるわけ

ではないので一通り読了するのは未だ遙か先のことだが．

万事皆易満足．惟読書終身無尽．人何不以不知足一念．

加之書． （巻四１３４頁）

繰り返し読み返せばもっと深い読み方，違った読み方もで

きるのだろう．

漢文の素養があるわけではないし，況や講義などするわ

けでもないので誤読や誤解があっても差し障りはない―こ

の編集後記に書いて恥を晒しているかもしれないことを危

惧してはいる．自分なりの読み方で自分なりの解釈をして

自分の心に響くものが有ればよし．無ければ無いで読み飛

ばすだけ．

事有急之不白者．寛之或自明． （巻四１５８頁）

このような読書も偶にはいいものですね．

なお，引用に際し，正誤は保証の限りではありませんが

旧字体を常用漢字に換えています． （齋藤和史）
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